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研究成果の概要（和文）：コロナ禍に起因する制約を受けつつも、姫路藩領における綿業の展開を、領主権力・
地域社会との関係から分析し、その歴史的意義を解明するという当初の計画を大きくそれることなく、研究を遂
行できた。すなわち、①綿業の発展に果たした姫路藩の役割、②地域社会における木綿専売制の展開と実現過
程、そして、③大庄屋・取締役が、木綿問屋などに対する資金調達機能を果たしていたことを具体的に明らかに
できた。従来の経済史の視点から一点突破的に捉えられてきた姫路藩領における綿業の展開を、政治史・地域社
会史の視点からも解明し、そこに日本型資本主義の形成過程を見出した。

研究成果の概要（英文）：Despite the restrictions caused by the COVID-19 pandemic, we carried out 
research that analysed the development of the cotton industry in the Himeji Domain considering the 
relationship with the domain authority and local communities and clarified its historical 
significance without deviating considerably from our original plan. We determined the following: (1)
 the role of the Himeji Domain in the development of the cotton industry, (2) the development and 
realization process of the cotton monopoly in local communities, and (3) the fact that village 
officials had raised funds for cotton wholesalers and the like. We explored the development of the 
cotton industry in the Himeji Domain, which has been investigated only from the perspective of 
economic history so far, by adding the perspective of political history and the history of the local
 communities and found the formation process of Japanese-style capitalism there.

研究分野： 日本近世史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　従来、姫路藩木綿専売制は、藩専売制が成功した典型的な事例として知られていたが、姫路藩領における綿業
の展開は木綿問屋の経営や流通の面からのみ研究されてきた。それに対し、本研究では姫路藩領における綿業
の、領主権力（姫路藩）を含めた地域的展開を詳細に解明し、従来、経済史の視点からのみ研究されてきた姫路
藩領での綿業を、政治史・地域社会史の視点からも複合的に解明し、姫路藩の綿業史研究に新たな地平を開くこ
とができたと考える。
　また、本研究の成果は、日本型の資本主義の形成過程を示すものであり、現代人が新しい資本主義を構想・実
現していく上で、そこから様々な教訓を得ることができるであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、これまで近世史研究の遅れていた播磨国を対象に、領主支配や地域社会に注目

し、特に地主・豪農といった中間層が大庄屋や取締役などとして領主支配を実質的に代行する姿
や、彼らを核として地域社会が形成・展開していたことを検討してきた。 
その過程で、播磨国が日本五大綿作地の一つであることは承知していたが、2010 年から神戸

大学大学院人文学研究科地域連携センターにおける兵庫県福崎町との地域連携事業に関わるよ
うになり、姫路藩の藩政史料をはじめ、大庄屋関係史料を分析する機会を得、播磨国で最大の綿
作地域であった姫路藩領内での綿作・綿織物業の発展を詳細に知ることができた。また、姫路藩
領内での綿作・綿織物業の発展が、同藩の藩政改革（文化期）の一環として実施された領内での
綿作の奨励、その後、本格的に実施される木綿専売制と密接な関係を持つこと、そして、木綿専
売制下では大庄屋・取締役が地域社会内で木綿の生産・流通の管理を行うなど、地域経済の発展
に果たした領主権力の役割の大きさを知ることができた。 
その結果、これまでの研究成果を踏まえ、姫路藩領における綿作・綿織物業の発展については、

木綿問屋のみならず、領主権力の役割を十分に組み込んだ社会経済構造の分析が必要であると
の思いを強くしていた。 
 
２．研究の目的 
 姫路藩領における綿業の展開を、領主権力・地域社会との関係から分析し、その歴史的意義を
解明しようとした。そうして本研究では、従来のように、姫路藩領での綿業の展開を木綿問屋の
経営や流通の面だけでなく、領主権力、およびそれと密接に関わる形で展開する地域社会との関
係から分析し、そうすることによって、姫路藩領における綿業の、領主権力を含めた地域的展開
を解明し、従来の社会経済史・地域史研究に新たな地平を開くことを目的とした。 
そうすることで、経済史の立場からのみ分析される傾向にあった姫路藩領における綿業の展

開を、地域経済の発展に果たした領主権力の役割を含めて読み直し、新しい方向性を与え、かつ
従来等閑視されていた、木綿の生産・流通管理の担い手としてあった大庄屋・取締役の史料に光
を当てることで、中間層の地域社会に果たす役割、および姫路藩領での綿業の地域的展開の特色
を明らかにしようとした。 
 
３．研究の方法 
上記の研究目的を果たすために、以下の方法をとった。 
第一に、姫路藩領における綿作・綿織物業の発展を、姫路藩の藩政改革とその後の木綿専売制

との関係から分析し、地域経済の発展に果たした姫路藩の役割について検討した。具体的には、
姫路藩の藩政史料から、藩政改革下での綿作の奨励と木綿専売制に関わるものを抽出し、また大
西家文書を中心とした大庄屋・取締役の史料などからも関連史料を抽出し、これらを基に綿業を
めぐる姫路藩の動向を明らかにしようとした。 
第二に、地域社会に視点を置き、木綿専売制の実現・展開を、木綿の生産・流通の管理を行っ

ていた姫路藩大庄屋・取締役との関係から分析した。具体的には、従来、木綿問屋の経営を主体
として捉えられてきた木綿専売制を、上層木綿問屋であり、大庄屋や取締役でもあった大西家文
書を用いて分析した。そうすることにより、木綿専売制の実現、展開を、領主支配の一翼を担う
大庄屋・取締役の活動との関係から解明しようとした。 
そして第三に、突出した財力を持つ姫路藩大庄屋・取締役が、木綿問屋などに対する資金調達

機能を果たしていたことにも注目し、大西家文書を中心素材として、地域社会における政治力の
みならず、彼らの経済力が姫路藩木綿専売制を実現に導く重要な要素として藩権力から位置づ
けられていたことについて分析した。 
なお、上記の大前提として、十分な調査がなされていなかった大西家文書の調査を行うことか

ら始めた。 
 
４．研究成果 
 第一に、基礎的な作業として、大西家文書（兵庫県加古川市の大西家所蔵、2020 年度からは
東京未来大学図書館所蔵）の内、未整理史料の目録作成を行った。当初想定していたよりも一紙
史料が多く、最終的に総点数 1万は下らないことが判明した（自治体史によって整理済の史料は
726 点）。なお、点数が多いのみならず、姫路藩の藩政改革と木綿専売制に関する史料はもちろ
ん、巨大木綿問屋である大西家を核として一つの地域経済圏が形成されていたことを示す史料
が多く見出せたことは、研究を進めていく上で有益なことであった。2020 年度からは、目録作
成を継続しつつ、それら史料の分析を本格的に行い、地域経済圏の具体的な姿が浮き彫りとなっ
ていった。その際、2019 年度までに調査が終了していた藩政改革下での綿作の奨励と木綿専売
制に関わる藩政史料の分析を併せて行うことで、綿業をめぐる姫路藩の動向と大西家を核とし
た地域経済圏の形成が、有機的な関連性をもって立ち現れ、同地域経済圏における木綿専売制の
実現・展開を、領主支配の一翼を担う大庄屋・取締役の活動との関係から解明した。 



 第二に、藩政改革下での綿作の奨励と木綿専売制に関わる史料群として、当初閲覧を計画して
いなかった個人蔵文書（未公開の藩政史料を多く含む）の閲覧を許可される幸運に恵まれ、同文
書も併せて分析することで、綿業をめぐる姫路藩の動向が、詳細に明らかになることとなった。
このことは上記の研究をさらに推し進めることに結果した。とりわけ木綿専売制を推進してい
く上での藩上層部の動向を含めた政策過程が詳細に知られ、藩主導の専売制がいかなる方針の
もとで、地域で実現していったのかを明らかにすることができた。 
第三に、大西家を中心に、木綿問屋などに対する資金調達機能の実態を解明した。このことに

よって、上記の大西家を核とした地域経済圏における木綿専売制の実現・展開をより具体的に解
明することになった。 
研究期間全体を通じていえば、途中からコロナ禍に起因する制約を受けつつも、当初の研究計

画を大きくそれることなく、上記の研究目的を達成できた。既述のように、従来、姫路藩の綿業
の展開は木綿問屋の経営や流通の面からのみ研究され、姫路藩領内での綿作・綿織物業の発展の
嚆矢となった藩政改革下での綿作の奨励策などにはほとんど注目されてこなかった。また、地域
社会にあって領主権力の末端に位置づけられ、木綿専売制を実現に導いた大庄屋・取締役の役割
や存在意義に踏み込んだ研究は、これまで全く行われていない。こうした点を詳細に明らかにす
るすることができた。 
木綿問屋の経営や流通の面から一点突破的に捉えられてきた姫路藩領における綿業の展開を、

政治史・経済史・地域社会史の視点から複合的に解明したのであり、藩専売制の従来にない見方
と研究成果とを得ることができたといえる。そして、そこに日本型資本主義の形成過程を見出す
こともできた。これらのことは管見の限り、国内外に見られない新たな研究手法と研究成果であ
る。 
また、予定通り、大西家文書の目録を刊行することもできた。その他の研究成果はすでに論文

などの形でも発表してきたが、まだ発表に至っていない研究成果についても、研究代表者・研究
分担者共に、論文などとして発表する予定である。 
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